
栄養管理部　初期研修プログラム　　全体目標：（レベルⅠ）部門の役割を理解し，ﾏﾆｭｱﾙに基づき指導・助言を得ながら業務を遂行する

4月 5月 9～10月 11～12月 1～3月

1. □社会人としての基本的対応が実践できる 9. □食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応ができる 16. 21. □病棟ｶﾝﾌｧﾚﾝｽに参加できる 25. □急変時対応ができる 30. □他部門の業務への理解を深める

2. □職員としての基本的対応が実践できる 10. □ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（職員・委託職員・患者）が図れる 17.
22. □チーム医療に参画する（骨粗鬆症ﾘｴｿﾞﾝ

ﾁｰﾑ）
26. □優先順位を考えながら日常業務ができる

31. □栄養指導ができる（ｹﾓｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，心ｻﾙｺｲ
ﾄﾞｰｼｽPET-CT前糖質制限）

3. □適切なﾀｲﾐﾝｸﾞで報告・連絡・相談ができる 11. □面談業務（聴取）ができる 18.
23. □栄養指導ができる（ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ上部消化

管術後，膵頭十二指腸切除術後，減塩）
27. □日常業務の中で特に関心のあることをみつ

ける
32. □1年を振り返り今年度の課題を見つけ，解

決に向け来年度の目標を定める

4. □地方公務員として自覚を持った行動ができる 12. □入院診療計画書入力業務ができる 19. 24. □起案書が作成できる 28. □先輩の研究にﾃﾞｰﾀ入力等で協力する

5. □栄養管理部の特徴・役割を理解する 13. □担当病棟の栄養管理計画書が作成できる 20.
29. □栄養指導ができる（2型糖尿病[食品交換

表]，骨粗鬆症非算定）
6. □栄養部門に設置されている機器（名称・使用目

的）を理解する
14. □低栄養診断基準（GLIM）を用いた栄養診断が

できる

7. □医療安全管理・院内感染管理を学ぶ 15. □自己研鑽する（おもに文献購読）

8. □食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応を学ぶ

【院内】 【院内】 【院内】 【院内】 【院内】

□ 新規採用者研修 □ 感染管理研修会（前期） □ □ NST褥瘡委員会10分勉強会 □ AED研修会 □ 接遇研修会

□ 防火訓練 □ □ ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修会 □ 医療安全管理研修会（後期） □ 医療技術部門合同研修会

□ □ ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止研修会 □ ｱｶﾃﾞﾐｯｸｾﾝﾀｰ主催の研修会 □ 感染管理研修会（後期）

□ 防犯研修会

□ 診療報酬研修会

【院外・WEB】

□ 職能団体主催研修会　□全自病協議会研修

□ 疾病・病態研修会　　□各種WEBｾﾐﾅｰ

□ 病態別栄養管理研修会

□ 給食管理（集団給食・大量調理施設衛生管理ﾏﾆｭｱ
ﾙ・食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応・献立作成），厨房設備・機
器見学

□ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞや栄養管理部連絡会議において発言・報
告の機会を与える

□ □ ﾁｰﾑ医療（目的・管理栄養士の役割・配慮
すべき点），ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ見学

□ 医療技術部門合同研修会に参加し，他部門の
業務への理解を深める

□ 臨床栄養管理（栄養ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ[MUST]・栄養評価ま
たは栄養診断[GLIM基準]・栄養ｹｱﾌﾟﾛｾｽ・栄養管
理計画書・栄養情報連携料・病態別栄養療法）

□ 医療安全・感染管理との関わり □ □ 骨粗鬆症ﾘｴｿﾞﾝﾁｰﾑ介入患者へのGLIM評価

□ 関連診療報酬・電子ｶﾙﾃ・部門ｼｽﾃﾑ □ 同席による面談実施 □ □ 栄養指導 □ 栄養指導

□ 面談ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ（聴取）
□ 食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応（ｱﾚﾙｹﾞﾝ検索・部門システムを

もちいた食物アレルギーや個別対応など個別献
立業務・代替献立指示）

□

□ 面談見学（聴取） □ ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞ（目的・配慮すべき点） □

□

【所属長・マニュアル】 【所属長】 【所属長】 【所属長】

□ 栄養管理部概要説明 □ 医療安全・感染管理との関わり □ □ 人事評価期中面談（助言） □ 人事評価期末面談（助言）

□ 医療安全ﾎﾟｹｯﾄﾏﾆｭｱﾙ □ 部内緊急連絡網について（発動基準） □
□ 1年を振り返り今年度の課題を伝え，解決に

向け来年度の目標設定を支援する

□ 院内感染対策ﾏﾆｭｱﾙ

□ 給食管理業務（厨房機器の特徴・目的・保守管理
の依頼先）

【上司・先輩・マニュアル】 【上司・先輩】 【上司・先輩】 【上司・先輩】 【上司・先輩】

□ 栄養ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ[MUST] □ 食物ｱﾚﾙｷﾞｰ（各論） □ □ 病棟ｶﾝﾌｧﾚﾝｽに同席・参加

□ 栄養評価または栄養診断[GLIM基準]
□ 献立確認面談業務（聴取）を行う上での注意点

□ □ ﾁｰﾑ医療に同席・参加

□ 病態別栄養療法 □ 栄養情報提供書作成 □ 関連学会（紹介）

□ 電子ｶﾙﾃ・部門ｼｽﾃﾑ操作 □ ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞに同席・報告書作成 □ □ 起案書の作成方法を指導

□ 栄養管理計画書を確認し，指導・助言 □ 栄養管理計画書を確認し，指導・助言 □ □ 栄養管理計画書を確認し，指導・助言

□ 食物ｱﾚﾙｷﾞｰ（総論）
□ 食物ｱﾚﾙｷﾞｰ業務（各論：□ｱﾚﾙｹﾞﾝ検索・

□部門システムをもちいた食物アレルギーや個
別対応など個別献立業務・代替献立指示）

【指導業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】 【栄養療法担当によるOJT】 【NST業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】 【指導業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】

□ 栄養評価[下腿周囲長など身体計測含む] □ 面談（聴取）の見学・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ開始
□ □ 骨粗鬆症ﾘｴｿﾞﾝﾁｰﾑ担当者によるﾗｳﾝﾄﾞ見

学，非算定患者への介入開始 □ 症例報告作成を見据えた記録方法
□ 同席による栄養指導（□ｹﾓｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，□心ｻ

ﾙｺｲﾄﾞｰｼｽPET-CT前糖質制限）開始

□ 栄養管理計画書作成

□ 栄養指導（□ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ入院の胃潰瘍，□貧血）
の見学・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ開始

□ 同席による栄養指導（□ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ上部消
化管術後，□膵頭十二指腸切除術後，□
減塩）開始 【指導業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】

□

□ 病態別栄養療法の理解 □
□ □ 同席による栄養指導（□2型糖尿病[食品交換

表]，□骨粗鬆症非算定）開始

□ 電子ｶﾙﾃ・部門ｼｽﾃﾑ操作
□ □ 栄養指導（□ｹﾓｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，□心ｻﾙｺｲﾄﾞｰｼｽ

PET-CT前糖質制限）の見学・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ開始

□ 報告・連絡・相談の適切なﾀｲﾐﾝｸﾞ

【書籍購読】

□ 配膳車への料理の投入作業
□ 自己研鑽のため，関連書籍・冊子を購読する

（12冊以上/年）

□ 誤配膳防止点検

□ 衛生管理のための取り組み（集中清掃等）

【所属長】 【所属長】 【所属長】 【所属長】

□ 初期研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの説明，人事評価基準の説明 □ 人事評価期首面談（業績目標設定） □ 人事評価期中面談（業績中間評価） □ 人事評価期末面談（業績・能力評価）

□ 初期研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの進捗状況を評価

職
場
内
教
育

待機日直の留意点（食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応・病棟対応・厨房機器故障対
応）

栄養指導（□2型糖尿病[食品交換表] ，
□骨粗鬆症非算定）の見学・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ開
始

【厨房作業を経験し給食管理を学ぶ(5回)】

【NST業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT・マニュアル】

評価

【NST業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】

面談（□食事個別調整，□妊婦分食，□禁食対応）同席しながら
の業務開始

【指導業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】

令和８年４月１日修正

研修
内容

指導
内容

指導
方法

面談業務見学（食事個別調整，妊婦分食，禁食対応）

同席による栄養指導（□ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ胃潰瘍，□貧血）開始

栄養指導（□ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ上部消化管術後，□膵頭十二指腸切除術
後，□減塩）の見学・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ開始

【上司・先輩】

上司・先輩がﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟしながら待機日直を実施

面談時の注意点

【所属長】

ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞに同席・報告書作成

栄養管理計画書を確認し，指導・助言

栄養指導

入退院支援栄養評価面談を行うための手順・対応方法の理解

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞ（目的・配慮すべき点）

【院内】

経営研修会

NST褥瘡委員会活動報告研修会

医療安全管理研修会（前期）

栄養指導（肥満，脂質異常症）の見学・ｼﾐｭ
ﾚｰｼｮﾝ開始

1年目 6～8月

目標

□ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞができる

□待機日直ができる

□栄養指導ができる（ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ胃潰瘍，貧血）

□面談業務（食事個別調整，妊婦分食，禁食対応）ができる

□入退院支援栄養評価面談ができる

人事評価期首面談（助言）

ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄの作成方法

集
合
教
育


